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Ａ．研究目的 
情報通信業では、雇用者 100 万人当たり

の精神障害による労災認定事案数及び精神

障害による労災認定された自殺事案数が高

い比率を占めていた。この傾向は 29 歳以下

で特に顕著であり、30歳代や女性の比率も

高かった（文献１及び文献 2）。また、厳し

い納期、急な仕様変更、突発的なトラブル処

理作業の発生、顧客対応などによって、長時

間労働に至る可能性が高い。急速な技術進

歩への対応、顧客や上司・同僚とのトラブル

などが背景となって、精神障害に至る事例

が認められる。 

本研究では、「過労死等の防止のための対

【研究要旨】 

「過労死等防止のための対策に関する大綱」で過労死等の多発が指摘されている 5 つ

の業種・職種（自動車運転従事者、教職員、IT産業、外食産業、医療等）のうち、IT産

業として日本標準産業分類の情報通信業を対象とし、過労死等調査研究センターが作成

したデータベースを用いて実態と背景要因を検討した。情報通信業では、雇用者 100 万

人当たりの精神障害による労災認定事案数及び精神障害による労災認定された自殺事案

数が高い比率を占めていた。この傾向は 29歳以下で特に顕著であり、30歳代や女性の比

率も高かった。そこで、この点をさらに詳しく調べるために、情報通信業の典型的職種と

して、情報サービス業に従事するシステムエンジニア（SE）35件及びプログラマー3件を

対象に精神障害による労災認定事案の詳細分析を行った。その結果、精神疾患名は、うつ

病エピソードが多く、被災者全体の 57.9％を占めていた。また、業務による心理的負荷

を見ると、「特別な出来事」の「極度の長時間労働」が 8件、「恒常的な長時間労働」が

20件と多かった。「具体的出来事」は「仕事の量・質」の類型のうち「仕事内容・仕事量

の（大きな）変化を生じさせる出来事があった」が 36.8％、「1か月に 80時間以上の時

間外労働を行った」及び「2週間（12日）以上にわたって連続勤務を行った」がそれぞれ

10.5％であった。「役割・地位の変化等」の類型では、「配置転換があった」が 7.9％で

あった。 

一方、脳・心臓疾患の労災認定事案については、情報サービス業に従事する SE20 件及

びプログラマー2件を対象に詳細分析を行った。その結果、疾患名は、脳疾患（脳内出血、

くも膜下出血、脳梗塞）と心疾患（心筋梗塞、心停止、解離性大動脈瑠、狭心症）の割合

は同程度であった。また、時間外労働時間数では発症前 1 か月～3 か月に平均 80 時間を

超える時間外労働が認められた。 

本研究の結果から、情報通信業における SEとプログラマーについては、長時間労働の

改善が課題であり、それらに関連する負荷業務などの対策が必要である。また、環境変化

に伴うメンタルヘルス対策の重要性も示唆された。さらに、SE とプログラマーの死亡率

は、情報通信業を含めた全業種の死亡率よりも高いことから過労死等の防止にあたって

対策の推進が喫緊の課題であると考えられる。 
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策に関する大綱」（平成 27 年 7月 24 日閣議

決定）で過労死等が多く発生しているとの

指摘がある IT 産業に相当するものとして、

情報通信業（日本標準産業分類の大分類）を

対象に、脳・心臓疾患及び精神障害の予防を

目的とした詳細分析を行うものである。 

 
Ｂ．研究方法 
1. 分析対象 

本研究では、IT産業に相当するものとし

て、日本標準産業分類（大分類）の情報通信

業を分析対象とした。情報通信業について

日本標準産業分類（中分類）を見ると、情報

サービス業、映像・音声・文字情報制作業、

放送業、通信業、インターネット付随サービ

ス業、その他が含まれ、情報サービス業が最

も多かった（脳・心臓疾患 60.8％、精神障

害 65.1％；表 1-2）。また、調査復命書に記

載されている職種を見ると、情報サービス

業のうち脳・心臓疾患と精神障害の両事案

においてシステムエンジニア（SE：System 

Engineer）が顕著に多かった（脳・心臓疾患

39.2％、精神障害 40.7％；表 1-2）。次いで、

脳・心臓疾患ではプログラマー（3.9％）、精

神障害では営業（8.1％）、プログラマー

（3.5％）の順であった。本研究では情報通

信業の典型的職種として、情報サービス業

に従事する SEとプログラマーに注目し、情

報通信業の脳・心臓疾患による労災認定事

案 51 件及び精神障害による労災認定事案

86 件のうち、これらの職種に該当する脳・

心臓疾患事案 22 件及び精神障害事案 38 件

を対象として分析を行った。これらの情報

については、統計処理を可能とするために、

関連情報を数値化したデータベースを構築

した。なお、調査復命書から抽出した仕事の

特徴として、SEは情報処理やシステム、ソ

フトウェア等の設計を主に行う職種であり、

プログラマーは SE の設計を受けてシステ

ム開発における製造工程（プログラミング

やテスト等）を主に行う職種であった。 

 

2. 分析方法 
 本研究では、調査復命書の記載内容に基

づき、性別、発症時年齢、事業場規模、職種、

疾患、労働条件等一般的事項、労災認定要因

及び時間外労働時間数別に分析を行った。

ただし、精神障害に関する分析は平成 23年

12月に策定された「心理的負荷による精神

障害の認定基準」（以下「認定基準」という。）

によって認定された事案に限定した。 

 情報通信業の業種及びその被災者の職種

については原則として調査復命書に記載さ

れたデータを利用した。ただし SE及びプロ

グラマーの 2 職種に限っては、分析者が調

査復命書を読み込んだ結果、適切と考えら

れる職種にデータを変更したものがある。

また、疾患のうち精神障害については、

「ICD-10 国際疾病分類第 10 版（2003 年改

訂）」の第 5章「精神及び行動の障害（F00-

F99）」に基づいて分類を行った。なお、業務

に関する出来事は、認定基準に挙げられて

いる出来事に基づいて集計を行った。 

（倫理面での配慮） 

 本研究は、労働安全衛生総合研究所研究

倫理審査委員会にて審査され、承認を得た

うえで行った（通知番号：H2708）。本研究で

用いたデータベースには、個人の氏名、住

所、電話番号等、個人を特定できる情報は一

切含まれていない。 

 
Ｃ．研究結果 
1. 対象者の概要 

表 1-1-1に SEとプログラマーの 2職種に

限った労災認定事案の概要を示した。 

 
1) 性別・発症時年齢・生死 
 性別を見ると、脳・心臓疾患は全ての事案

22件において男性であり（100.0％）、精神

障害は男性が 36 件（94.7％）、女性が 2 件

（5.3％）と両事案において男性の事案数が

多かった。 

 10歳階級別の発症時年齢を見ると、脳・

心臓疾患は 40～49 歳（63.6％）、精神障害

は 30～39歳（42.1％）が最も多く、脳・心

臓疾患と比較して精神障害の方が若年労働

者の事案が多く発生していた。 

 事案の生死に関しては、脳・心臓疾患は生

存（54.5％）と死亡（45.5％）がほぼ同じく

らいであり、精神障害は死亡（自殺）が 3割

（34.2％）であった。 

 
2) 事業場規模・業種・職種 
 脳・心臓疾患では 1,000 人以上の事業場

（31.8％）、精神障害では 100～499 人の事

業場（26.3％）が最も多く、比較的規模の大
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きい事業場での事案数が顕著であった。 

 職種は、SE とプログラマーが脳・心臓疾

患と精神障害の両事案ともに約 4 割を占め

ていた（表 1-2）。 

 
3) 決定時の疾患 
3-1) 脳・心臓疾患 
 脳疾患と心臓疾患は各 5 割と同じ割合の

事案数であった。疾患を詳細に見ると（表

1-3-1）、脳疾患は脳梗塞（22.7％）と脳内出

血（脳出血）（22.7％）が、心臓疾患は心停

止（心臓性突然死を含む）（31.8％）が多か

った。 
3-2) 精神障害 
精神障害は F3（気分[感情]障害）が

78.9％であった。表 1-3-2から、F3のなか

でも F32（うつ病エピソード）（57.9％）が

最も際立っており、F4（神経症性障害、スト

レス関連障害及び身体表現性障害）の F43.2

（適応障害）（7.9％）も多かった。 

 

2. 労働条件等一般的事項（脳・心臓疾患） 
 表 1-1-2 に脳・心臓疾患における労働条

件等一般的事項（所定休日、出退勤の管理状

況、就業規則等）と前駆症状を示した。 

 所定休日は、完全週休 2 日制が 9 割

（90.9％）を占めていた。 

 出退勤の管理状況は本人の申告（72.7％）

が最も多く、次いで管理者による確認

（22.7％）、タイムカード（18.2％）が多か

った。 

 就業規則（86.4％）と賃金規程（72.7％）

は、ほぼ全ての事案にて制定されていた。 

 健康診断の実施率は 68.2％、面接指導あ

りは 9.1％であった。 

 既往歴があった事案は 18.2％、胸部痛な

どの前駆症状があったものが 4.5％であっ

た。 

  

3. 労災認定要因 
表 1-4-1 では脳・心臓疾患における労災

認定要因、表 1-4-2 では心理的負荷による

精神障害の事案における出来事を示した。 

 

1) 脳・心臓疾患 
異常な出来事による労災認定はなかった

が、労働時間又は労働時間以外の負荷要因

により評価される短期間の過重業務 1 件

（ 4.5％）と長期間の過重業務 22 件

（100.0％）が該当した。 

 全ての事案で長期間の過重業務が認定さ

れており、時間外労働時間（発症前 1 か月

から 6 か月まで）を表 1-5 に示した。発症

前の 1 か月から 3 か月にかけて時間外労働

時間数が多く、発症前 1 か月の時間外労働

時間数の平均は 88.2 時間、最大は 143.4 時

間、発症前 2 か月の時間外労働時間数の平

均は 92.8時間、最大は 218.5 時間、発症前

3か月の時間外労働時間数の平均は 83.4時

間、最大は 164.2 時間であった。 

 また、長時間労働と関連する要因として

考えられる負荷業務を表 1-6 に示した。厳

しい納期が 8 件（36.4％）と最も多く、顧

客対応が 4件（18.2％）、急な仕様変更が 2

件（9.1％）の順で次いだ。突発的なトラブ

ル処理作業の発生はなかった。 

 長期間の過重業務における労働時間以外

の負荷要因は、拘束時間の長い勤務が 2 件

（9.1％）、不規則な勤務、出張の多い業務、

交代勤務・深夜勤務、精神的緊張を伴う勤

務、作業環境（時差）が各 1件（4.5％）で

あった。 

 

2) 精神障害 
「特別な出来事」のうち、「心理的負荷が

極度のもの」はなかったが、「極度の長時間

労働」は 8件（21.1％）であった。「恒常的

な長時間労働」は 20件（52.6％）にも及ん

でいた。 

 「具体的出来事」では、長時間労働に関連

する「仕事の量・質」の類型のうち「仕事内

容・仕事の量の（大きな）変化を生じさせる

出来事があった」が 3 割以上（36.8％）を

占め、「1 か月に 80 時間以上の時間外労働

を行った」（10.5％）及び「2 週間（12 日）

以上にわたって連続勤務を行った」（10.5％）

が次いで多かった。長時間労働以外では、

「役割・地位の変化等」の「配置転換があっ

た」（7.9％）に該当する事案が多かった。 

 

4. 典型事例 
 情報通信業における労災認定事案の典型

事例を脳・心臓疾患については図 1-1 に、

精神障害については図 1-2 に示した。以下

に特徴的な 4件の事例を提示した。 
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1) 脳・心臓疾患 
【事例 1-1】40 歳代男性、SE 

・疾患名：心筋梗塞 

・労災認定要因：長期間の過重業務 

・時間外労働時間：発症前 1 か月で月 80時

間超え、発症前 2か月で月 200時間超え 

・労働時間以外の負荷要因：特になし 

・システム部門に勤務し、土日を含む連続

勤務があった。帰宅中に気分が悪くなり下

車し救急搬送され、その後、意識不明が続

き死亡 

 

【事例 1-2】30 歳代男性、プログラマー 

・疾患名：心停止（心臓性突然死を含む） 

・労災認定要因：長期間の過重業務 

・時間外労働時間：発症前 1 か月で月 100

時間超え 

・労働時間以外の負荷要因：特になし 

・2 年以上ゲームソフトの開発に従事し、

納期遵守のための泊り勤務、会社倒産の精

神的緊張、クライアントからの度重なるク

レームがあり、心停止による突然死で死亡 

 

2) 精神障害 
【事例 2-1】30 歳代男性、SE 

・疾患名：うつ病エピソード 

・業務以外の要因：特になし 

・労災認定要因：2週間以上の連続勤務、配

置転換、上司とのトラブルあり 

・未経験のプロジェクトに従事し、プロジ

ェクトの遅れにより作業に追われた。発病

直前は 3 週間（21日間）連続勤務、3週間

に約 130 時間の時間外労働となり、高所か

ら飛び降りて自殺 
 
【事例 2-2】20 歳代男性、プログラマー 

・疾患名：うつ病エピソード 

・業務以外の要因：特になし 

・労災認定要因：極度の長時間労働 

・発症前 6 か月間に 120 時間の時間外労

働、12日間の連続勤務があり、上司の指導

に負担を感じていた。作業遅れが一因とな

り他のプロジェクトに異動となったが、異

動直前に自宅で自殺 

 

Ｄ．考察 
 本研究では、情報通信業における SEとプ

ログラマーを対象に脳・心臓疾患と精神障

害による労災認定事案の実態と背景要因を

明らかにすることを目的とした。 

 分析結果より、発症時年齢は、脳・心臓疾

患と精神障害の事案ともに 30～40 代と若

年齢層が目立った。生死に関しては、死亡が

脳・心臓疾患では 45.5％、精神障害では

34.2％であった。事業場規模は比較的規模

の大きい企業が多かった。決定時の疾患は、

脳・心臓疾患では脳疾患と心臓疾患の事案

の割合は同程度、精神障害ではうつ病エピ

ソードが極めて多かった。労災認定要因を

見ると、長期間の過重業務が全ての事案で

認められ、発症前 1 か月から 3 か月では時

間外労働時間が 80時間を超えており、労働

時間以外では、拘束時間の長い業務、不規則

な勤務、出張の多い業務等が挙げられてい

た。精神障害では、「特別な出来事」の「極

度の長時間労働」や「恒常的な長時間労働」

の事案数が多く、「具体的出来事」でも「仕

事内容・仕事の量の（大きな）変化を生じさ

せる出来事があった」、「1か月に 80時間以

上の時間外労働を行った」、「2週間（12日）

以上にわたって連続勤務を行った」といっ

た長時間労働に該当する事案が際立って多

かった。また、他部署や勤務場所の変更を伴

う「配置転換があった」こともその次に多か

った。 

 これらの結果から、情報通信業における

SEとプログラマーについては、長時間に及

ぶ時間外労働時間の削減が求められ労働時

間管理の重要性が示唆された。脳・心臓疾患

の事案では、時間外労働時間数が発症前 1

か月から 3か月に 80時間を超えていたこと

から、1 日 4 時間超えの時間外労働を行っ

ていた可能性も想定された。このような長

時間労働を減少させるには、労働基準法や

労働安全衛生法の遵守とともに、長時間労

働と関連する要因として考えられる負荷業

務などの対策が必要と考えられた。調査復

命書に詳細な記載がない事例もあるため負

荷業務の正確な抽出に限界はあるが、少な

くとも厳しい納期、顧客対応、急な仕様変更

が長時間労働の要因として示唆された。実

際の対策は、今後、防止策の提案として十分

研究を進める必要があるが、現段階では次

のような対策が可能な場合も多いと考えら

れる。 

1つ目は、発注者とも協議した上で、過重

労働とならないように余裕のある納期を設
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定する。2つ目は、業務の進捗状況を適切に

把握し、急な仕様変更などによって業務量

の増大が見込まれるときは納期の延長や増

員などの措置を講じる。3つ目は、急な仕様

変更が起こらないように、設計段階で仕様

の妥当性を確認する。4つ目は、トラブル処

理作業は、できる限り所定労働時間内に実

施できるようにする。特に、深夜労働や休日

労働はやむを得ない場合を除き避ける。5つ

目は、最新の情報通信技術なども活用し、急

な仕様変更やトラブル処理作業が少なくな

る設計や作業管理の高度化を進める。最後

に、拘束時間の長い勤務、不規則な勤務、出

張、職種や職務の変更等の勤務環境など、労

働者の勤務実態についても事業場で適切に

把握し管理することである。 

また、SEとプログラマーの死亡率（脳・

心臓疾患 45.5%、精神障害 34.2%）は、全業

種の死亡率（脳・心臓疾患 39.2%、精神障害

19.0%：文献 1）よりも高いことから、過労

死等の防止対策の推進が喫緊の課題である

と考えられる。 

 

E．結論 
本研究の結果、これまで詳細が報告されて

いなかった情報通信業における SE とプロ

グラマーの過労死等の実態と背景要因の一

端が明らかとなった。脳・心臓疾患及び精神

障害ともに発症時年齢が 30～40 代と若年

齢層が目立ち、比較的規模の大きい事業場

が多かった。また、長時間労働の実態が両事

案で認められた。長時間労働以外の要因と

して精神障害では、部署や勤務場所の変更

による事案が多いことも分かった。これら

の結果から、情報通信業における SE とプロ

グラマーについては、長時間労働に関連す

る負荷業務などの対策が必要である。また、

環境変化に伴うメンタルヘルス対策の重要

性も示唆された。さらに、SEとプログラマ

ーの死亡率は、情報通信業を含めた全業種

の死亡率よりも高いことから過労死等の防

止にあたって対策の推進が喫緊の課題であ

ると考えられる。 
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表 1-1-1. 情報通信業の SEとプログラマーにおける労災認定事案の概要 

n (%) n (%) n (%)

性別

男性 22 (100.0) 36 (94.7) 58 (96.7)

女性 0 (0.0) 2 (5.3) 2 (3.3)

　 合　計 22 (100.0) 38 (100.0) 60 (100.0)

発症時年齢（10歳階級別）

 29歳以下 2 (9.1) 8 (21.1) 10 (16.7)

 30～39歳 5 (22.7) 16 (42.1) 21 (35.0)

 40～49歳 14 (63.6) 11 (28.9) 25 (41.7)

 50～59歳 1 (4.5) 3 (7.9) 4 (6.7)

 60～69歳 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

 70歳以上 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

　 合　計 22 (100.0) 38 (100.0) 60 (100.0)

生死

生存 12 (54.5) 25 (65.8) 37 (61.7)

死亡 10 (45.5) 13 (34.2) 23 (38.3)

合　計 22 (100.0) 38 (100.0) 60 (100.0)

事業場規模

10人未満 1 (4.5) 3 (7.9) 4 (6.7)

10～49人 4 (18.2) 7 (18.4) 11 (18.3)

50～99人 3 (13.6) 5 (13.2) 8 (13.3)

100～499人 4 (18.2) 10 (26.3) 14 (23.3)

500～999人 1 (4.5) 4 (10.5) 5 (8.3)

1000人以上 7 (31.8) 6 (15.8) 13 (21.7)

記載無/不明　 2 (9.1) 3 (7.9) 5 (8.3)

合　計 22 (100.0) 38 (100.0) 60 (100.0)

職種

SE 20 (90.9) 35 (92.1) 55 (91.7)

プログラマー 2 (9.1) 3 (7.9) 5 (8.3)

合　計 22 (100.0) 38 (100.0) 60 (100.0)

疾患名（脳・心臓疾患）

脳疾患 11 (50.0)

心臓疾患 11 (50.0)

合　計 22 (100.0)

疾患名（精神障害）

F2 1 (2.6)

F3 30 (78.9)

F4 7 (18.4)

合　計 38 (100.0)

脳・心臓疾患 精 神 障 害 合計
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表 1-1-2. 脳・心臓疾患における労働条件等一般的事項（所定休日、出退勤の管理状況、

就業規則等）と前駆症状（業務上：SEとプログラマー） 

 

n %
所定休日

週休1日制 0 (0.0)
隔週週休2日制 1 (4.5)
完全週休2日制 20 (90.9)
記載なし/不明 1 (4.5)
合計 22 (100.0)

出退勤の管理状況*1

タイムカード 4 (18.2)
出勤簿 2 (9.1)
管理者による確認 5 (22.7)
本人の申告 16 (72.7)
記載なし/不明 2 (9.1)

就業規則
なし 0 (0.0)
あり 19 (86.4)
記載なし/不明 3 (13.6)
合計 22 (100.0)

賃金規程
なし 2 (9.1)
あり 16 (72.7)
記載なし/不明 4 (18.2)
合計 22 (100.0)

健康診断
なし 5 (22.7)
あり 15 (68.2)
記載なし/不明 2 (9.1)
合計 22 (100.0)

面接指導
なし 18 (81.8)
あり 2 (9.1)
記載なし/不明 2 (9.1)
合計 22 (100.0)

既往歴
なし 16 (72.7)
あり 4 (18.2)
記載なし/不明 2 (9.1)
合計 22 (100.0)

前駆症状
なし 0 (0.0)
あり 1 (4.5)

頭痛 0 (0.0)
胸部痛 1 (4.5)
その他 1 (4.5)

記載なし/不明 21 (95.5)
合計 22 (100.0)

*1出退勤の管理状況が複数該当している事例もある。
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表 1-2. 業種・職種別のクロス集計表（業務上：情報通信業） 
 

調査復命書記載の職種 n (%) n (%) n (%)

情報サービス業

システムエンジニア 20 (39.2) 35 (40.7) 55 (40.1)

プログラマー 2 (3.9) 3 (3.5) 5 (3.6)

営業 1 (2.0) 7 (8.1) 8 (5.8)

管理職 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

アナリスト 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

その他 6 (11.8) 11 (12.8) 17 (12.4)

合計 31 (60.8) 56 (65.1) 87 (63.5)

映像・音声・文字情報制作業

プロデューサー 3 (5.9) 0 (0.0) 3 (2.2)

ディレクター 2 (3.9) 3 (3.5) 5 (3.6)

デザイナー 0 (0.0) 2 (2.3) 2 (1.5)

Webデザイナー 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

映像・音声技術 1 (2.0) 1 (1.2) 2 (1.5)

記者 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

営業 1 (2.0) 3 (3.5) 4 (2.9)

管理職 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

その他 5 (9.8) 11 (12.8) 16 (11.7)

合計 15 (29.4) 20 (23.3) 35 (25.5)

放送業

ディレクター 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

プロデューサー 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

アナウンサー・報道記者 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

記者 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

その他 1 (2.0) 0 (0.0) 1 (0.7)

合計 5 (9.8) 0 (0.0) 5 (3.6)

通信業 0 (0.0) 4 (4.7) 4 (2.9)

インターネット付随サービス業 0 (0.0) 6 (7.0) 6 (4.4)

合　計 51 (100.0) 86 (100.0) 137 (100.0)

脳・心臓疾患 精 神 障 害 合計日本標準産業分類（中分類）
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表 1-3-1. 脳・心臓疾患別のクロス集計表（業務上：SEとプログラマー） 

疾患名 n (%)

脳疾患

くも膜下出血 1 (4.5)

脳梗塞 5 (22.7)

脳内出血（脳出血） 5 (22.7)

合計 11 (50.0)

心臓疾患

心停止（心臓性突然死を含む） 7 (31.8)

解離性大動脈瘤 1 (4.5)

心筋梗塞 3 (13.6)

狭心症 0 (0.0)

合計 11 (50.0)

合計 22 (100.0)  
 
 
 

表 1-3-2. 精神障害別のクロス集計表（業務上：SEとプログラマー） 

疾 患 名 n (%)
F2 統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害 1 (2.6)
F3 気分（感情）障害

F31 双極性感情障害 1 (2.6)
F32 うつ病エピソード 22 (57.9)
F33 反復性うつ病性障害 2 (5.3)
F3のその他 5 (13.2)

合計 30 (78.9)
F4 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害

F41 その他の不安障害 1 (2.6)
F43 重度ストレスへの反応及び適応障害

F43.0 急性ストレス反応 0 (0.0)
F43.1 外傷後ストレス障害 1 (2.6)
F43.2 適応障害 3 (7.9)
F43のその他 2 (5.3)

F44 解離性（転換性）障害 0 (0.0)
F45 身体表現性障害 0 (0.0)

合計 7 (18.4)
合　計 38 (100.0)
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表 1-4-1. 脳・心臓疾患の事案における労災認定要因（業務上：SEとプログラマー） 

n*1 (%)*2

異常な出来事 0 (0.0)

短期間の過重業務 1 (4.5)

長期間の過重業務 22 (100.0)

不規則な勤務 1 (4.5)

拘束時間の長い勤務 2 (9.1)

出張の多い業務 1 (4.5)

交代勤務・深夜勤務 1 (4.5)

作業環境 1 (4.5)

温度 0 (0.0)

騒音 0 (0.0)

時差 1 (4.5)

精神的緊張を伴う業務 1 (4.5)

その他 2 (9.1)

長期間の過重業務における労働時間以外の負荷要因

*1
  労災認定要因が複数該当している事例もある。

*2  　
労災認定事案数（n=22）を100として、各労災認定要因数の

割合を算出。  
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表 1-4-2. 心理的負荷による精神障害の事案における出来事（業務上：SEとプログラマー） 

 

n*1 (%)*2

0 (0.0)
8 (21.1)

20 (52.6)
具体的出来事
出来事の類型*3

1. （重度の）病気やケガをした 0 (0.0)
2. 悲惨な事故や災害の体験、目撃をした 1 (2.6)

合計 1 (2.6)
3. 業務に関連し、重大な人身事故、重大事故を起こした 0 (0.0)
4. 会社の経営に影響する等の重大な仕事上のミスをした 1 (2.6)
5. 会社で起きた事故・事件について、責任を問われた 0 (0.0)
6. 自分の関係する仕事で多額の損失等が生じた 0 (0.0)
7. 業務に関連し、違法行為を強要された 0 (0.0)
8. 達成困難なノルマが課された 1 (2.6)
9. ノルマが達成できなかった 0 (0.0)

10. 新規事業の担当になった、会社の建て直しの担当になった 1 (2.6)
11. 顧客や取引先から無理な注文を受けた 0 (0.0)
12. 顧客や取引先からクレームを受けた 2 (5.3)
13. 大きな説明会や公式の場での発表を強いられた 0 (0.0)
14. 上司が不在になることにより、その代行を任された 0 (0.0)

合計 5 (13.2)
15. 仕事内容・仕事量の（大きな）変化を生じさせる出来事があった 14 (36.8)
16. 1ヶ月に80時間以上の時間外労働を行った 4 (10.5)
17. 2週間（12日）以上にわたって連続勤務を行った 4 (10.5)
18. 勤務形態に変化があった 0 (0.0)
19. 仕事のペース、活動の変化があった 0 (0.0)

合計 22 (57.9)
20. 退職を強要された 0 (0.0)
21. 配置転換があった 3 (7.9)
22. 転勤をした 1 (2.6)
23. 複数名で担当していた業務を1人で担当するようになった 1 (2.6)
24. 非正規社員であるとの理由により、仕事上の差別、不利益取り扱いを受けた 1 (2.6)
25. 自分の昇格・昇進があった 0 (0.0)
26. 部下が減った 0 (0.0)
27. 早期退職制度の対象となった 0 (0.0)
28. 非正規社員である自分の契約満了が迫った 0 (0.0)

合計 6 (15.8)
29. （ひどい）嫌がらせ、いじめ、又は暴行を受けた 2 (5.3)
30. 上司とのトラブルがあった 1 (2.6)
31. 同僚とのトラブルがあった 0 (0.0)
32. 部下とのトラブルがあった 2 (5.3)
33. 理解してくれていた人の異動があった 1 (2.6)
34. 上司が替わった 0 (0.0)
35. 同僚等の昇進・昇格があり、昇進で先を越された 0 (0.0)

合計 6 (15.8)
⑥セクシュアルハラスメント 36. セクシュアルハラスメントを受けた 0 (0.0)

出来事の合計 40
*1   出来事数を表記。
*2　認定基準によって認定された労災認定事案数38件（SE n=35、プログラマー n=3）を100として、各出来事数の割合を算出。
*3  具体的出来事が複数該当している事例もある。

④役割・地位の
変化等

⑤対人関係

②仕事の失敗、
過重な責任等の発生

①事故や災害の体験

③仕事の量・質

恒常的な長時間労働

特別な出来事

　　心理的負荷が極度のもの
　　極度の長時間労働
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表 1-5.  脳・心臓疾患の事案における発症 6 か月前の時間外労働時間数 

（業務上：SEとプログラマー) 

n 平均値 標準偏差 最大値

発症前1か月 22 88.2 23.2 143.4

発症前2か月 20 92.8 37.9 218.5

発症前3か月 17 83.4 33.5 164.2

発症前4か月 14 68.4 44.7 148.0

発症前5か月 14 56.3 37.4 114.8

発症前6か月 13 51.3 39.2 133.5

注2：長期間の過重業務による労災認定において時間外労働時間の評価期間は事

案によって異なり、調査復命書に記載されているすべての労働時間を対象とした。
注3：全体事案数には調査復命書に時間外労働時間の記載のないものも含み、評

価期間に関わらず発症前1か月から6か月までを対象とした。

注4：発症前各月の時間外労働時間について、確認できた事案を集計し、平均して算

出した。

注1：長期間の過重業務による認定事案のみが対象で、短期間の過重業務による

認定事案と異常な出来事による認定事案は含まれない。

 
 
 

 

表 1-6. 脳・心臓疾患の事案における負荷業務 

（業務上：SEとプログラマー) 

ｎ
*1

(％)
*2

厳しい納期 8 (36.4)

急な仕様変更 2 (9.1)

突発的なトラブル処理作業の発生 0 (0.0)

顧客対応 4 (18.2)

*1
  業務内容が複数該当している事例もある。

*2  　
労災認定事案数（n=22）を100として、各負荷業務数の割

合を算出。
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、
全

体
統

括
、

ｽ
ｹ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾙ

調
整

、
ｽ

ﾀ
ｯ
ﾌ
手

配
、

予
算

管
理

。
発

症
前

6
か

月
間

に
月

1
4
0
～

2
5
0
時

間
を

超
え

る
時

間
外

労
働

が
4
か

月
あ

り
。

深
夜

に
頭

が
痛

い
と

電
話

で
訴

え
、

知
り

合
い

が
自

宅
に

駆
け

付
け

た
と

こ
ろ

、
既

に
心

肺
停

止
状

態
で

あ
っ

た
。

脳
出

血
で

死
亡

。

映
像

・
音

声
・
文

字
情

報
制

作
業

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

・
長

期
間

の
過

重
業

務
・
不

規
則

な
勤

務
3
0
代

男
性

。
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
と

し
て

企
画

書
の

作
成

と
台

本
作

り
、

映
像

の
撮

影
、

編
集

な
ど

。
発

症
前

6
か

月
間

に
月

1
2
0
時

間
を

超
え

る
時

間
外

労
働

が
3
か

月
あ

り
。

業
務

都
合

で
出

退
勤

時
間

と
休

日
が

変
動

。
海

外
へ

出
張

し
、

取
材

後
ホ

テ
ル

の
自

室
に

戻
っ

た
。

集
合

時
刻

で
も

姿
を

現
さ

な
い

た
め

部
屋

に
入

っ
た

と
こ

ろ
入

口
ド

ア
近

く
で

倒
れ

て
い

た
。

大
動

脈
解

離
で

死
亡

。

放
送

業
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

・
長

期
間

の
過

重
業

務
5
0
代

男
性

。
テ

レ
ビ

番
組

の
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

と
し

て
ド

ラ
マ

の
企

画
、

監
督

や
出

演
者

と
の

打
ち

合
わ

せ
、

編
集

業
務

等
。

発
症

前
2
か

月
間

に
月

1
0
0
時

間
を

超
え

る
時

間
外

労
働

が
2
か

月
あ

り
。

発
症

前
2
か

月
で

1
3
日

間
連

続
し

た
勤

務
が

3
回

。
出

張
先

で
具

合
が

悪
く
な

り
、

救
急

搬
送

。
急

性
心

筋
梗

塞
を

発
症

。

ア
ナ

ウ
ン

サ
ー

・
報

道
記

者
・
長

期
間

の
過

重
業

務
2
0
代

男
性

。
テ

レ
ビ

局
の

ア
ナ

ウ
ン

サ
ー

と
報

道
記

者
。

発
症

前
2
か

月
間

に
月

1
0
0
時

間
を

超
え

る
時

間
外

労
働

あ
り

。
背

中
の

痛
み

を
訴

え
た

後
に

意
識

障
害

が
発

生
し

、
救

急
搬

送
。

急
性

心
筋

梗
塞

で
死

亡
。

管
理

職
・
長

期
間

の
過

重
業

務
5
0
代

男
性

。
部

長
職

と
し

て
シ

ス
テ

ム
の

開
発

・
導

入
・
保

守
を

統
括

。
発

症
前

2
か

月
間

に
月

9
0
時

間
を

超
え

る
時

間
外

労
働

が
2
か

月
あ

り
。

帰
社

の
た

め
移

動
中

、
階

段
に

座
り

込
ん

だ
た

め
救

急
車

で
搬

送
。

く
も

膜
下

出
血

を
発

症
。

情
報

通
信

業
5
1
件

の
内

訳

ア
ナ

リ
ス

ト
・
長

期
間

の
過

重
業

務
4
0
代

男
性

。
債

権
担

当
ｱ

ﾅ
ﾘｽ

ﾄと
し

て
分

析
レ

ポ
ー

ト
作

成
。

同
僚

の
退

職
に

起
因

し
て

業
務

量
が

増
大

、
発

症
前

6
か

月
間

に
月

8
0
時

間
を

超
え

る
時

間
外

労
働

が
3
か

月
あ

り
。

外
出

先
で

心
室

細
動

を
発

症
し

、
救

急
車

で
搬

送
。

心
停

止
に

よ
る

死
亡

。

・
長

期
間

の
過

重
業

務
・
休

日
の

な
い

連
続

勤
務

・
深

夜
勤

務
　

・
精

神
的

緊
張

3
0
代

男
性

。
会

社
の

生
き

残
り

を
か

け
、

2
年

以
上

ゲ
ー

ム
ソ

フ
ト

の
開

発
に

従
事

し
た

ゲ
ー

ム
プ

ロ
グ

ラ
マ

ー
。

納
期

遵
守

の
た

め
の

泊
り

勤
務

、
会

社
倒

産
の

精
神

的
緊

張
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

か
ら

の
度

重
な

る
ク

レ
ー

ム
。

心
停

止
に

よ
る

突
然

死
で

死
亡

。

営
 業

・
長

期
間

の
過

重
業

務
・
拘

束
時

間
が

長
い

業
務

・
出

張
の

多
い

業
務

4
0
代

男
性

。
医

療
機

関
を

訪
問

す
る

営
業

職
。

診
療

終
了

後
の

夜
間

立
会

い
多

く
出

張
時

拘
束

時
間

も
長

い
。

発
症

前
6
か

月
間

に
月

8
0
時

間
を

超
え

る
時

間
外

労
働

が
2
か

月
あ

り
。

自
宅

近
く

で
激

し
い

頭
痛

と
痙

攣
を

起
こ

し
救

急
車

で
搬

送
。

く
も

膜
下

出
血

で
死

亡
。

・
長

期
間

の
過

重
業

務
・
頻

繁
な

海
外

出
帳

・
日

米
間

の
大

き
な

時
差

4
0
代

男
性

。
カ

ー
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

の
商

品
開

発
に

従
事

す
る

S
E
。

海
外

か
ら

帰
国

し
た

直
後

に
再

度
海

外
に

出
張

な
ど

、
国

内
外

へ
の

頻
繁

な
出

張
。

海
外

出
張

時
に

体
調

不
良

を
訴

え
救

急
搬

送
さ

れ
た

。
く
も

膜
下

出
血

を
発

症
。

・
長

期
間

の
過

重
業

務
・
徹

夜
・
深

夜
勤

務
・
精

神
的

緊
張

4
0
代

男
性

。
シ

ス
テ

ム
開

発
の

S
E
兼

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

。
徹

夜
勤

務
や

深
夜

勤
務

に
加

え
、

入
社

後
間

も
な

い
研

修
中

に
シ

ス
テ

ム
開

発
の

責
任

者
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

か
ら

辛
辣

な
ク

レ
ー

ム
。

自
宅

で
脳

出
血

を
発

症
。

情
報

サ
ー

ビ
ス

業
プ

ロ
グ

ラ
マ

ー
・
長

期
間

の
過

重
業

務
・
休

日
の

な
い

連
続

業
務

・
深

夜
勤

務
・
持

ち
帰

り
残

業

4
0
代

男
性

。
商

品
の

受
発

注
ソ

フ
ト

を
開

発
す

る
プ

ロ
グ

ラ
マ

ー
。

発
症

前
6
か

月
間

の
い

ず
れ

の
月

も
9
0
～

1
3
0
時

間
を

超
え

る
時

間
外

労
働

、
休

日
の

な
い

連
続

勤
務

、
深

夜
勤

務
、

持
ち

帰
り

残
業

。
前

日
か

ら
頭

痛
を

訴
え

、
翌

朝
自

宅
で

倒
れ

救
急

車
で

搬
送

。
脳

出
血

発
症

。

＜
職

種
＞

シ
ス

テ
ム

エ
ン

ジ
ニ

ア
・
長

期
間

の
過

重
業

務
・
休

日
の

な
い

連
続

業
務

4
0
代

男
性

。
電

力
会

社
の

シ
ス

テ
ム

部
門

に
勤

務
す

る
S

E
。

発
症

前
2
か

月
の

時
間

外
労

働
が

8
0
時

間
超

え
と

2
1
0
時

間
超

え
、

土
日

を
含

む
連

続
勤

務
。

帰
宅

中
に

気
分

が
悪

く
な

り
下

車
し

、
救

急
搬

送
さ

れ
た

。
急

性
心

筋
梗

塞
で

死
亡

。

・
長

期
間

の
過

重
業

務
・
不

規
則

な
勤

務
 ・

深
夜

や
早

朝
の

勤
務

3
0
代

男
性

。
病

院
の

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

改
善

に
従

事
す

る
S

E
。

顧
客

の
都

合
に

よ
っ

て
勤

務
時

間
帯

が
頻

繁
に

変
更

、
変

更
が

早
朝

や
深

夜
に

も
及

ぶ
。

仕
事

中
に

頭
が

痛
い

と
訴

え
お

う
吐

し
、

意
識

が
な

く
な

る
。

脳
出

血
を

発
症

。
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＜
業

種
＞

＜
負

荷
要

因
＞

＜
出

来
事

＞
＜

主
な

事
例

＞

(n
=

35
,

(4
1%

)

(n
=

56
,

(6
5%

)

(n
=

3,
(4

%
)

(n
=

7,
(8

%
)

(n
=

3,
(4

%
)

(n
=

20
,

(2
3%

)
(n

=
2,

(2
%

)

通
信

業
(n

=
3,

(4
%

)
(n

=
4,

(5
%

)

(n
=

6,
(7

%
)

イ
ン

タ
ネ

ッ
ト

付
随

サ
ー

ビ
ス

業

情
報

通
信

業
86

件
の

内
訳

・
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
・

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
受

け
た

20
代

女
性

。
上

司
に

よ
る

身
体

的
接

触
を

含
む

セ
ク

ハ
ラ

行
為

を
継

続
的

に
受

け
た

。
ま

た
、

執
拗

な
メ

ー
ル

、
つ

き
ま

と
い

に
よ

る
ス

ト
ー

カ
ー

行
為

を
受

け
た

。
こ

れ
ら

に
よ

る
精

神
的

苦
痛

で
、

う
つ

病
と

診
断

さ
れ

休
職

。

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

・
極

度
の

長
時

間
労

働
・

極
度

の
長

時
間

労
働

20
代

男
性

。
テ

レ
ビ

番
組

の
AD

。
外

出
先

で
VT

Rに
ナ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

入
れ

る
作

業
を

終
え

、
会

社
に

戻
る

途
中

で
路

上
に

倒
れ

て
い

る
の

を
発

見
さ

れ
、

救
急

車
で

医
療

機
関

に
搬

送
。

発
症

前
1か

月
間

の
時

間
外

労
働

時
間

数
が

17
3時

間
と

極
度

の
長

時
間

労
働

。
解

離
性

運
動

障
害

と
診

断
。

失
声

状
態

の
た

め
復

職
で

き
ず

、
自

宅
療

養
中

。

営
  業

・
仕

事
の

失
敗

、
過

重
な

責
任

の
発

生
等

・
仕

事
内

容
・

仕
事

量
の

（
大

き
な

）
変

化
を

生
じ

さ
せ

る
出

来
事

が
あ

っ
た

20
代

女
性

。
営

業
職

と
し

て
効

果
レ

ポ
ー

ト
や

議
事

録
作

成
、

ア
ポ

イ
ン

ト
電

話
な

ど
。

仕
事

に
向

か
な

い
、

自
分

が
成

長
で

き
る

か
先

が
見

え
な

い
な

ど
、

自
信

を
無

く
し

た
発

言
。

入
社

か
ら

2週
間

後
に

営
業

部
に

配
属

さ
れ

、
業

務
量

が
増

加
し

、
恒

常
的

な
長

時
間

労
働

に
従

事
。

飛
び

降
り

自
殺

を
図

り
死

亡
。

映
像

・
音

声
・

文
字

情
報

制
作

業
デ

ザ
イ

ナ
ー

・
仕

事
の

失
敗

、
過

重
な

責
任

の
発

生
等

・
会

社
の

経
営

に
影

響
す

る
な

ど
の

重
大

な
仕

事
上

の
ミ

ス
を

し
た

20
代

男
性

。
CG

制
作

の
ア

シ
ス

タ
ン

ト
デ

ザ
イ

ナ
ー

。
入

社
直

後
で

経
験

が
浅

か
っ

た
割

に
負

荷
の

多
い

業
務

を
与

え
ら

れ
、

作
業

が
完

了
せ

ず
。

1か
月

あ
た

り
91

時
間

の
時

間
外

労
働

。
で

き
る

と
こ

ろ
ま

で
作

業
す

る
よ

う
に

事
業

主
か

ら
指

示
さ

れ
、

徹
夜

で
作

業
を

行
っ

た
後

に
自

殺
を

図
り

死
亡

。
重

度
ス

ト
レ

ス
反

応
及

び
適

応
障

害
と

判
定

。

・
達

成
困

難
な

ノ
ル

マ
が

課
さ

れ
た

・
1か

月
に

80
時

間
以

上
の

時
間

外
労

働
を

行
っ

た

30
代

男
性

。
洋

酒
の

販
売

促
進

と
現

場
の

運
営

。
経

験
者

が
全

員
退

職
し

、
新

人
ば

か
り

と
い

う
状

況
の

下
で

前
年

比
20

％
増

の
ノ

ル
マ

を
課

さ
れ

た
。

発
症

前
6か

月
間

の
時

間
外

労
働

時
間

数
が

98
～

16
4時

間
、

2週
間

以
上

に
渡

る
連

続
勤

務
が

4回
。

パ
ニ

ッ
ク

症
状

な
ど

の
心

身
症

状
や

対
人

恐
怖

症
状

な
ど

の
多

彩
な

症
状

が
出

て
、

気
分

障
害

と
診

断
。

職
場

復
帰

が
で

き
る

ま
で

症
状

は
改

善
せ

ず
退

職
と

な
っ

た
。

営
　

業
・

対
人

関
係

・
ひ

ど
い

嫌
が

ら
せ

、
い

じ
め

、
暴

行
を

受
け

た
（

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
）

20
代

男
性

。
上

司
か

ら
業

務
終

了
後

5時
間

に
及

ぶ
説

教
、

い
や

み
、

人
格

否
定

を
執

拗
に

受
け

、
う

つ
病

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

発
症

。
社

内
調

査
の

結
果

、
適

切
な

業
務

の
範

囲
を

逸
脱

し
た

人
権

侵
害

行
為

が
日

常
的

に
行

わ
れ

て
い

た
と

認
定

さ
れ

、
上

司
は

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
行

為
を

原
因

と
す

る
退

職
。

情
報

サ
ー

ビ
ス

業
・

極
度

の
長

時
間

労
働

・
極

度
の

長
時

間
労

働
40

代
男

性
。

次
世

代
医

療
機

器
の

制
御

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
に

従
事

。
複

数
の

製
品

が
同

時
開

発
さ

れ
、

納
期

厳
守

に
向

け
た

緊
急

依
頼

が
多

数
。

ま
た

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
不

具
合

を
指

摘
さ

れ
、

不
具

合
対

応
と

修
正

版
の

リ
リ

ー
ス

に
も

追
わ

れ
た

。
発

症
前

1か
月

間
は

20
1時

間
と

極
度

の
長

時
間

労
働

。
自

殺
2か

月
前

頃
よ

り
不

眠
状

態
が

続
き

、
直

前
は

心
身

が
極

度
に

疲
弊

し
、

自
宅

で
自

殺
を

図
り

死
亡

。
う

つ
病

エ
ピ

ソ
ー

ド
と

判
定

。

プ
ロ

グ
ラ

マ
ー

・
役

割
・

地
位

の
変

化
等

・
対

人
関

係
・

仕
事

の
量

・
質

・
配

置
転

換
が

あ
っ

た
・

上
司

と
の

ト
ラ

ブ
ル

が
あ

っ
た

・
2週

間
以

上
に

わ
た

っ
て

連
続

勤
務

を
行

っ
た

20
代

男
性

。
発

症
前

6か
月

間
に

最
高

で
11

8時
間

の
時

間
外

労
働

と
12

日
間

の
連

続
勤

務
。

作
業

が
遅

れ
が

ち
で

上
司

か
ら

受
け

る
指

導
に

負
担

感
。

作
業

の
遅

れ
が

一
因

と
な

っ
て

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
移

動
と

な
っ

た
が

、
移

動
直

前
に

自
宅

で
自

殺
を

図
り

死
亡

。
う

つ
病

エ
ピ

ソ
ー

ド
と

診
断

。

図
1-

2 ．
情
報
通
信
業
に
お
け
る
労
災
認
定
事
案
の
典
型
事
例
（
精
神
疾
患
）

・
対

人
関

係
・

ひ
ど

い
嫌

が
ら

せ
、

い
じ

め
又

は
暴

行
を

受
け

た ・
転

勤
を

し
た

30
代

男
性

。
同

じ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

先
輩

社
員

Ａ
か

ら
繰

り
返

し
厳

し
い

叱
責

。
拳

で
殴

ら
れ

る
等

の
暴

力
を

継
続

的
に

受
け

た
。

ま
た

、
Ａ

に
１

回
に

つ
き

数
十

万
円

の
金

銭
の

支
払

い
を

繰
り

返
し

続
け

た
。

被
災

者
は

、
再

度
Ａ

か
ら

殴
ら

れ
、

1か
月

ほ
ど

失
踪

。
そ

の
後

、
ネ

ッ
ト

カ
フ

ェ
に

い
た

と
こ

ろ
を

父
親

が
発

見
。

医
療

機
関

を
受

診
し

た
と

こ
ろ

適
応

障
害

と
診

断
。

＜
職

種
＞

シ
ス

テ
ム

エ
ン

ジ
ニ

ア
・

対
人

関
係

・
顧

客
や

取
引

先
か

ら
ク

レ
ー

ム
を

受
け

た
40

代
男

性
。

カ
ー

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
従

事
。

死
亡

の
約

半
年

前
か

ら
検

索
シ

ス
テ

ム
が

応
答

し
な

い
と

い
う

重
大

不
具

合
が

多
発

。
当

初
は

原
因

が
判

明
せ

ず
、

改
修

作
業

の
た

め
に

1か
月

10
0時

間
を

超
え

る
時

間
外

労
働

や
徹

夜
勤

務
。

自
宅

マ
ン

シ
ョ

ン
の

中
庭

に
飛

び
降

り
て

自
殺

し
、

脳
挫

滅
に

よ
り

死
亡

。
気

分
（

感
情

）
障

害
と

認
定

。

・
極

度
の

長
時

間
労

働
・

極
度

の
長

時
間

労
働

30
代

男
性

。
未

経
験

の
情

報
系

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
従

事
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
遅

れ
で

他
の

チ
ー

ム
と

の
調

整
が

必
要

と
な

り
、

作
業

に
追

わ
れ

た
状

態
。

発
病

直
前

は
3週

間
（

21
日

間
）

連
続

勤
務

と
な

り
、

3週
間

に
13

6時
間

の
時

間
外

労
働

を
行

う
な

ど
、

極
度

の
長

時
間

労
働

。
高

所
か

ら
飛

び
降

り
て

自
殺

し
死

亡
。

う
つ

病
エ

ピ
ソ

ー
ド

と
判

定
。

・
仕

事
の

量
・

質
・

仕
事

内
容

・
仕

事
量

の
（

大
き

な
）

変
化

を
生

じ
さ

せ
る

出
来

事
が

あ
っ

た
・

2週
間

以
上

に
わ

た
っ

て
連

続
勤

務
を

行
っ

た

30
代

女
性

。
シ

ス
テ

ム
の

品
質

で
ク

レ
ー

ム
を

受
け

、
改

善
対

応
し

14
日

間
の

連
続

勤
務

中
11

日
間

は
深

夜
に

及
ぶ

時
間

外
労

働
。

ク
レ

ー
ム

対
応

前
と

比
較

し
て

時
間

外
労

働
時

間
が

倍
以

上
に

増
加

し
、

1か
月

あ
た

り
10

0時
間

以
上

の
時

間
外

労
働

。
疲

労
が

た
ま

っ
て

朝
、

起
き

ら
れ

な
く

な
り

、
一

度
会

社
に

行
く

と
い

つ
帰

宅
で

き
る

か
分

か
ら

な
い

と
い

う
不

安
感

。
 休

養
を

取
っ

た
が

不
安

感
は

収
ま

ら
ず

、
医

療
機

関
を

受
診

し
重

度
ス

ト
レ

ス
反

応
と

診
断

。

・
仕

事
の

失
敗

、
過

重
な

責
任

の
発

生
等

・
仕

事
の

量
・

質




